
くらしき協⼒隊通信（2023年9⽉）
協⼒隊通信の今回はフライングカーテクノロジー展出展報告を致します。

「空⾶ぶクルマ」の最新情報を発信する場として、会場内に実機を展⽰し、来場者に試乗体験をし
て頂きました。

また、実⾏委員会メンバーとして⾃治体交流ゾーンを企画展⽰し、各出展⾃治体様の取組みを紹介
頂くとともに、関係諸団体のみなさまが交流する広場の運営を⾏いました。

会場では「くらしき空⾶ぶクルマ展⽰場」が11⽉10⽇にオープンすることを紹介、倉敷から発信す
る空⾶ぶクルマのLABOとして来場の皆様の期待が⼤きいことを実感しました。

会場の様⼦は写真をご覧ください。

今後とも宜しくお願い致します。

地域おこし協⼒隊 鋤本
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N-Plus フライングカーテクノロジー展2023

出展記録



１．出展の概要
（１）件名 N-Plus / フライングカーテクノロジー展2023

（２）⽇時 2023年9⽉13⽇(⽔)〜15⽇(⾦) １０：００〜１７：００

（３）場所 東京ビッグサイト・南3ホール

（４）共催 フライングテクノロジー展実⾏委員会

（５）後援 岡⼭県・倉敷市・倉敷商⼯会議所

（６）協⼒ ⼤分県⼤分市・宮崎県延岡市・⻑野県・瀬⼾内観光協会・
株式会社⻑⼤・次世代モビリティ瀬⼾内コンソーシアム
エアロファシリティ株式会社・ The Vertical Flight Society



２．出展詳細
■展⽰
（１）「空⾶ぶクルマ」実機展⽰/搭乗体験
（２）フライトシミュレーターVR体験
（３）地⽅⾃治体企画展⽰ゾーン・交流広場

⼤分県⼤分市・宮崎県延岡市・⻑野県・瀬⼾内観光協会・
株式会社⻑⼤・次世代モビリティ瀬⼾内コンソーシアム

（４）海外連携コーナー（⽶国･ The Vertical Flight Society ）

■セミナー 2023年9⽉14⽇(⽊）13:00-13:45 @セミナー会場B
タイトル：各地域での空⾶ぶクルマ実装への取り組みについて

講師：⼀般社団法⼈MASC 理事・事務局⻑ 坂ノ上博史

■交流会 2023年9⽉13⽇（⽔）17:30-19:30 @セミナー会場B
タイトル：「空⾶ぶクルマ」交流会
参加者：  地⽅⾃治体・空⾶ぶクルマ業界関係者キーマン５０名



3.出展⽬的

１．MASCの活動を紹介
２．⾃治体および関係諸団体との交流
の場を提供
MASCは、空⾶ぶクルマ実機を保有し、これまでに各地で実証
実験を重ね、フライトに成功した実績を持っています。

⼤阪・関⻄万博が開催される2025年以降に、「空⾶ぶクル
マ」のサービス開始が⾒込まれています。



４．出展成果
（１）来場者数（主催者発表）

８，２５３名 前年度４０％アップ（前年5,903名）

（２）MASCブース名刺獲得数 １５５枚
主要来場者
・⾃治体１３⾃治体、商⼯会議所・各種団体１２社、企業１０社、メデイア５社

（３）トピック/特記事項
・⾃治体からの展⽰・デモフライト実施要望が多かった
・EVバッテリーメーカや航空機部品製造メーカーの来場が新たな兆候
・⾃治体主催の官⺠協議会やコンソーシアム設⽴の動きが顕著化
・コリドー作りによる広域連携の理解が深まってきている
・くらしき空⾶ぶクルマ展⽰場の⾒学、個別訪問の希望が多かった



5.   配布チラシ

実証デモフライト
実績紹介



配布チラシ

くらしき空⾶ぶクルマ展
⽰場
１１⽉１０⽇開館をア
ピール



６．出展記録
（１）「空⾶ぶクルマ」実機展⽰ / 搭乗体験
（２）エアロファシリティパレットシステム実演

エアロファシリティ様パレットシステム実演「空⾶ぶクルマ」搭乗体験

搭乗体験 順番待ち

パレットシステム バーティポート



（３）フライトシミュ
レーター
VR体験



⼤型モニタでの
⾃治体企画展⽰説明

⼤分市と延岡市の交流

延岡市と⻑野県の交流

株式会社⻑⼤
離着陸場パース

⼤分市と⻑野県の交流

Vertical Fright Society メディア交流

⼤分市と来場者の商談

（４）地⽅⾃治体交流コーナー （５）海外連携コーナー



（６）MASC講演（9⽉14⽇（⽊13:00-13:45)

タイトル：各地域での空⾶ぶクルマ実装への取り組みについて
講師：⼀般社団法⼈MASC 理事・事務局⻑ 坂ノ上博史



空⾶ぶクルマ交流会
主催：MASC 
共催：エヌプラス事務局

初⽇終了後セミナー会場で開催

経済産業省 ⼭本様 テトラ・アビエーション 中井様 MASC事務局⻑ 坂ノ上 ⼤分市 藤澤様

フライングカーテクノロジー実⾏委員⻑ 中野様


